学生と共に考える東日本大震災の課題――ボランティアのあり方を中心に―― by 石見 豊 & 石見ゼミ学生
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　1　はじめに




































ている。第 1 の内容は，3 月 11 日の東日本大震災の発災から 4 月末日までの
新聞報道の整理である。学生がどのような記事に注目し，そこから何を読み取
り，何を課題としてまとめたのかを見ていただければと思う。この部分は，2




















































　そこで，これから震災当初の 3 月 11 日から 4 月 30 日の間における読売・朝日・
毎日の各紙に掲載された記事でどのような報道がされていたのかについて見て




























































































































の後，震災 10 日後の 3 月 21 日から 4 月 30 日の記事では，被災地の状況を報
告する記事より，次第に被災地で起こっている問題点や復旧・復興に向けた課
題に関する記事が目につくようになった。















































避難先として，政府が被災した 3 県以外でホテルと旅館を 13 万 7 千人分，公









































良いことなのだが震災が発生してから延べ 13 万人を超え大型連休中には 1 日



























築が思うように進まず政府は，合計 7 万 2000 戸が必要と試算したが，これま


































口防波堤は全長約 2 キロ。防波堤としては世界最深 63 メートルの海底に基礎
の石材が置かれ，その上に幅 30 メートルのブロックが並ぶ。ブロックは海面
から約 6 メートル出ており，高さ 5.6 メートルの津波から町を守るよう想定さ
れていた」（読売新聞　4 /3　朝刊）とあった。実際の津波は湾外で 10.8 メー
トルもあり，想定を大きく超えた。しかし，湾口の防波堤のおかげで津波の高
さは湾内で 2.6 メートルにまで下がった。これにより，市街地への浸水は 6 分







立つことがわかった。「文部科学省によると，3 月 23 日午前 5 時現在で確認で
きただけで，23 都道府県の国公私立学校 5819 校で物的損害があった」（読売
























職員 30 人の計 80 人は避難して全員助かった」（毎日新聞　4/22　夕刊）。地域
ぐるみの避難訓練に熱心に取り組み，3 年前の訓練は避難完了まで 20 分かかっ














































































































































































































































　・回答者：本学学生（学部の 1 ～ 4 年生）　　全 202 名
　・男女比：男性 169 名 　女性 33 名





































































































































































　活動人数についてだが，阪神大震災発災直後の 1995 年 1 月 17 日から 2000
年 3 月 31 日までの約 5 年間におけるボランティアの総数は 216 万 6 千人であ









「市民の会」に登録した 11,735名中，10 代が 21.5%，20 代が 42.4%，30 代が









員が 28.0%，学生が 39.3%（内訳は，大学生 25.9%，高校生 11.2%，中学生 1.8%，
小学生 0.4%），公務員が 6.1%，団体職員が 1.8%，自営業が 3.7%，アルバイト




民の会」のデータでは，11,735名中，約 8 割は近畿地方からで，残り 2 割はそ
の他の地域という結果であった。また，阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議が，
加盟の NGO 団体に対して実施した調査では，3,797名中，阪神地方が 40.4%，
関東地方が 17.9%，中部地方が 13.6%，近畿地方が 11.1%，九州・沖縄地方が
11.4%，中国地方が 3.5%，北海道・東北地方が 1.0%，四国地方が 0.9%，海外
が 0.1% という結果が出ている。この 2 つのデータから，被災地に近いところ
から多くのボランティアが集まっていると言える。活動経験については，「市
民の会」意識調査では，3,104名中，「初めて経験した」が 66.6%，「以前経験し








調査を基にした結果である。活動日数については，1 日のみが 43.7%，2 日が
18.4%，3 日が 14.0%，4 ～ 6 日が 13.8%，1 週間以上が 5.9%，2 週間以上が 2.9%，
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　呼びかけで集まった団体は 2 月 14 日の全体会議で必要とされる項目別に組






















































































出所：内閣府東日本大震災復興対策本部 2012 年 1 月 18 日付
　　　 http://www.reconstruction.go.jp/ をもとに作成　
　 東日本大震災 阪神・淡路大震災
死亡 1 万 5,844 人 6,434 人
行方不明 3,394 人 3 人
負傷者 5,378 人 43,792 人
漁船 2 万 2,000 隻以上 40 隻
漁港 300 以上 17
農地 2 万 3,600 ha 213.6 ha










岸部にある全地域で津波が観測されており，気仙沼市で 1,002 名，石巻市で 3,173
名，東松島市で 1,004 名と，1,000 名を超える死者数が出た地域が 3 ヶ所もあ
る。この 3 地域だけで，宮城県の津波での死者数の半数を占めることになる。
また，市町村人口に対しての浸水範囲内人口は，気仙沼市で 73,279 名に対し
て 40,331 名，南三陸町で 17,382 名に対して 14,389 名，石巻市で 160,336 名に
対して 112,276 名，女川町で 9,965 名に対して 8,048 名，東松島市で 42,859 名
に対して 34,014 名と，大多数の人が被害にあったことが分かる。宮城県全体
を見ても，死者数が 9,411 名，行方不明者が 2,088 名となっている。建物の全
























　全国社会福祉協議会のまとめによれば，2011 年 3 月～ 7 月末の期間に岩手・
宮城・福島の各社会福祉協議会を通してボランティアに参加した人の総数は，












場所 参加人数 平均 /日
福島県 約 102,600人 723人
岩手県 約 181,500人 1,278人
宮城県 約 336,300人 2,368人



















表 4　月別ボランティア活動人数グラフ / 日
出所：グラフで見る大震災（8/4）　東日本大震災　災害対策・復興支援 FAQ
　　　http://ok-faq.okbiz.okwave.jp/EokpControl?&tid=13436&event=FE0006
3 月 4 月 5 月 6 月 ７月















































（2011 年 3 月 末 ～ 5
月末頃）
生活再建期



















































































 3 月 大きな瓦礫撤去，交通整備・確保※ 1 ※ 1　主に地元ボランティアが活躍






















































引き受けた。4 月 2 日時点で，すでに参加団体が 150 を突破していた。2011 年



















を提供した。ダニバスターズ（避難所衛生改善）は 5 月 30 日～ 9 月 14 日まで

































































































　（ 1 ）　 柴内康文「訳者あとがき」（ロバート・D・パットナム『孤独なボウリング：米
国コミュニティの崩壊と再生』柏書房，2006 年），p.569，参照
　（ 2 ）　 ロバート・D・パットナム（河田潤一訳）『哲学する民主主義：伝統と改革の市
民的構造』NTT 出版，2001 年，p.231
　（ 3 ）　 このあたり，坂本治也氏による『孤独なボウリング』の内容紹介の文を参考に
している。坂本治也『ソーシャル・キャピタルと活動する市民：新時代日本の
市民政治』有斐閣，2010 年，p.15，参照











　（ 9 ）　阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議　復興学会
　　　　 h t tp : / /wik i . f -gakka i .net / index .php?t i t le=%E7%89%B9%E5%88%A5:
Whatlinkshere&target=%E9%98%AA%E7%A5%9E%E5%A4%A7%E9%
9C%87%E7%81%BD%E5%9C%B0%E5%85%83NGO%E6%95%91%E6
%8F%B4%E9%80%A3%E7%B5%A1%E4%BC%9A%E8%AD%B0
　（10）　山下裕介・菅磨志穂『震災ボランティアの社会学』ミネルヴァ書房，2002 年，p.150
　（11）　 管磨志保・山下裕介・渥美公秀編『災害ボランティア論入門』弘文堂，2008 年，
p.112
　（12）　同上，p.112
　（13）　内閣府　阪神・淡路大震災教訓情報資料
　　　　http://www.bousai.go.jp/1info/kyoukun/hanshin_awaji/data/detail/2-4.pdf
　（14）　前掲，山下・菅磨『震災ボランティアの社会学』，p.119
　（15）　前掲，管磨・山下・渥美『災害ボランティア論入門』，p.118
　（16）　石巻災害復興支援協議会
　　　　http://gambappe.ecom-plat.jp/index.php
　　　　および，Asahi Shimbun Weekly　AERA　2011/5/23
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